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１．はじめに
2013年 9月 20日～10月 2日に群馬県吾妻郡中之
条町で開催された中之条ビエンナーレ 2013は、同イ
ベントとして第 4回目となった。筆者は前回 2011年
の中之条ビエンナーレから一作家として出展し、2
度目の出展を行った。今回のビエンナーレは前回と
比べ、展示エリアの縮小、開催期間短縮、また、入
場の有料化が行われたが、延べ入場者数 33万人を数
え全国でも有数の地方アートイベントと定着してき
た。??
筆者は六合エリアの赤岩集落にある会場「修験道
の家」に、作品名『綯
な
う』というインスタレーショ
ン作品を展示した。作品は、この展示地域である旧
六合村で採取したスゲで縄を作り、そのスゲ縄で古
民家内部を森のような空間にしたものである。
本稿では、出展した作品の制作動機や背景、過程
などを述べ、考察として、美術制作や教育に利用可
能な、創作における要素とそれらの構造化の概念を
提示することを目的とする。
２．作品制作の背景
今回の作品『綯う』の制作においては、前回の中
之条ビエンナーレ 2011での作品展示で得た経験や
反省が大きく影響した。前作品のインスタレーショ
ン『?（意）の空間』（図 1）で最も大きく欠いてい
たと感じるのは、作品のコンセプトや素材等といっ
たものに、展示地域の要素をあまり盛り込めなかっ
た点にある。『?（意）の空間』では、展示場所であ
る旧六合村入山の根広集落内の古民家（展示数年前
から町の所有施設）から着想を得て、家とそこに住
む人を主題として制作し、筆者にとって新たな材料
や加工方法を使用してインスタレーションとして完
成させた。??
2011年の作品制作においても地域や展示場所の
簡単な歴史、文化、景観などについて調査をしてい
たが、あくまでも短時間で調べられる情報や見聞き
することで得た情報であり、体感して深く知るとい
うことはなかった。また、ビエンナーレへの初めて
の展示だったこともあり、作品の密度を上げるため、
早期に大学での作業へ移行した。よって、発想や着
想、あるいは構想において意識的にも、無意識的に
71群馬大学教育学部紀要 芸術・技術・体育・生活科学編 第 50巻 71―80頁 2015
も当地の生活文化との関連は浅いものとなった。し
かし、作品の設置や展示期間の滞在時に現地住民と
交流していく中で、当地の生活や文化を深く知る機
会を得たこと、また、地域アートイベントとしての
意義や意味を筆者自身の中で問い直し、本イベント
における 2013年の展示作品では、地域の文化を着想
の起点としたり、造形素材に盛り込んだりすること
により重心を置きたいと考えるようになった。
３．作品の着想と構想
3-1．スゲについて
中之条ビエンナーレ 2011の展示期間中に筆者の
作品の展示会場がある根広集落との交流を進めるな
かで、同地が昔からの生活を色濃く残していること
が分かった。特に根広集落では、近隣域に自生して
いる植物などを採取し、手間をかけて材料にし、道
具や実製品へと作り上げることを現在でも続けてい
る。例えば採取したスゲを使った「こんこんぞうり」
や「すげむしろ」等がその代表で、他にもシナの樹
皮から紐を作り、編むことで作られたカバンなどが
ある。
中でもスゲ縄に、藁に布を巻き付けて編まれたス
リッパ形のぞうり「こんこんぞうり」（図 2）は六合
地域の手工芸品として、近年、県内外でも広く知ら
れるようになっている。このぞうりは六合地域の土
産品として販売するために近隣集落でも作られてい
るが、他集落の多くはスゲや藁を使わず、樹脂ロー
プを代用して作られている。今回の作品『綯う』は
スゲに着目し、採取、下処理、縄に加工していく中
で徐々に発想から構想を固めていったものである。
根広集落では気候や地形の関係から稲作は行われ
ず、養蚕や炭焼きが主な収入源だった。そのような
暮らしの中で、焼いた炭をまとめて運搬、販売する
ため炭俵（図 3）にして卸していたが、この炭俵を作
る際にスゲ縄を使っていた。炭俵のスゲ縄は今回
使ったスゲとは異なり、住民がイワスゲとよぶ、や
や乾燥している場所に生えている丈の短く葉の幅が
広いものである。イワスゲは根広集落のみならず六
合地域の人々にとって生活に重要な役割を果たした
ようだ。イワスゲは根広集落から 5～ 6 km北の山
上にある野反湖周辺で採取されていた。野反湖周辺
での採取可能な期間は村で決められており、解禁日
には先を争うように刈り取っていたそうである。だ
が、野反湖周辺部は上信越国立公園の特別地区とな
り、現在では野反湖周辺部では採取できなくなって
いる。イワスゲが採れる場所は限られており、蓑な
どの工芸品製作のため根広集落の人々は、今でも少
量ながら国立公園外で採取して利用している。
今回使用したスゲは、湿潤な土地で自生している
もの??で、イワスゲ同様、住民が刈り取り、下処理、
縄綯いまでを一貫して行っている。スゲ縄を使った
こんこんぞうりは 100年ほど前から根広集落の一部
住民が作り始め、徐々に周辺集落にも伝わったよう
である。
いずれにせよ、稲藁などと異なり、スゲで作った
縄は非常に丈夫で水にも強く、光沢があり、さまざ
まなかたちで生活や製品に活用されてきた。しかし、
安価な麻や樹脂製のロープ等が売られるようになっ
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図１ 中之条ビエンナーレ 2011での作品『I（意）の空間』
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てからは、手間と時間がかかるスゲは利用されなく
なり、六合地域でも根広集落を除き、ほとんど姿を
消しつつある。
本作品の発想前の 2011年 9月に、これら住民の話
から興味を持ち、刈取り作業に同行し、作品では主
に 2012年 9月に刈り取ったものを分けてもらい、材
料にしたものである。
スゲの刈取りは、葉が緑の状態にある初秋に行う。
筆者が刈取りに同行した場所は、根広集落から 3 km
ほど東にある山間部の湿潤な休耕地である。スゲは
群生、密集して生えており、刈取りは手作業で行わ
れる。使用したスゲは背丈 1.5m程の細長い葉で、形
状はススキの葉に似ているが、ススキほど固くはな
い。ススキの葉同様に葉の縁は固く、鋸状になって
いるため、そのままだと皮膚を傷つける。なお、葉
先 30cmほどは後の処理を容易にするため、また下
処理後は切れやすく利用価値が低いため、刈り取っ
て束ねた後に切り落とす。
刈り取ったスゲは 3日ほど天日干しにする。その
後しばらく置き、集落に引かれた「尻焼温泉」の湯
に 3日間ほど浸す。なお、尻焼温泉は河原に湧き出
た温泉と川の水が混じり合い、天然の露天風呂に
なっている温泉で、この温泉に浸ける作業をこの地
域では「ねどふみ」と呼んでいる。この温泉に浸け
る作業を経ることで葉は柔らかくなり、葉の固い鋸
状の縁もとれて加工に適する材料へと変わる。なお、
作品に使用したスゲは、筆者が刈取りまでを行った
が、後の下処理は住民の方にお願いした。
下処理されたスゲは乾燥させて保存し、縄への加
工などは作業前に湿らせ、柔らかくしてから行う。
縄は用途によって必要とされる太さが異なるので使
うスゲの本数を調整して綯っていく。こんこんぞう
りに使用する縄は、スゲを 3本程度 2組、計 6本程
度を手のひらで転がすようにして撚り合せていく。
最初は葉の根元の方から葉先に向かって綯ってい
き、葉先に向かうと細くなるので、新たなスゲを途
中に継ぎ足しながら撚りをかける。縄は継ぎ足しを
行うことで無限につながっていく。手の中で縄に綯
われたスゲは、綯う前の材料の段階より光沢を持つ。
昔このスゲ縄を綯う作業は、冬の囲炉裏端で行われ
る子ども達の仕事だったようで、早く綯える子ども
は子どもの中でも尊敬されたという。
筆者も作品制作のため初めて縄を綯ったが、当初
は全くといって良いほど縄の姿にならず苦労した。
だが、最終的に 1時間で 7～ 8 mほどの縄を綯うこ
とができるようになった。
いずれにせよ、様々な種類の紐やロープが大量に、
安価に機械生産されている現在も、採取から素材と
するまでの下処理、縄に綯う作業までを手間暇をか
けて行なわれていることに驚きを感じた。材料とな
る植物と温泉がこの地になければ、おそらくスゲを
使った製品づくりはもっと早く廃れていたものと考
えられる。
集落やこの地域の歴史や文化を見聞きし、スゲ刈
りや縄綯いを体験することで、スゲ縄を主な材料と
して作品制作をすることにしたが、具体的な構想に
ついては展示場所が決まった後に固めることとし
た。
3-2．会場決定から作品構想
展示場所は会場を巡るオリエンテーションに参加
後、作家の希望聴取があり、ビエンナーレ事務局が
決定する。筆者は前述の経緯から前年度同様根広集
落での展示を希望していた。しかしながら、前回の
運営状況や来場者（観覧者）のアンケートから、山
深い地域を会場にすることが困難と判断され、根広
集落は展示会場から外れた。そして、六合エリア赤
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図２ 根広集落で製作、
販売されている
?こんこんぞうり」
図３ 炭俵（根広集落「民
話の家」展示品）
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岩集落内にある木造 2階建ての民家（図 4）が展示場
所となった。展示会場予定地を巡るオリエンテー
ション時（2012年 12月）には内部を見ることができ
なかったが、六合地域の民家を見てきた経験から、
外観から内部を想像し、また、前回同様に民家での
インスタレーションをしたいとの考えがあったた
め、この会場を希望した。なお、本会場が修験道??を
行っていた人の家屋だということは展示場所決定後
に知った。
赤岩集落は文化庁が選定する重要伝統的建造物群
保存地区で、山村、養蚕農家群の町並みが保護され
ている。??展示会場となった民家は、10年ほど前に
主が他界して相続者がなかったため、赤岩地区住民
が協同組合を作り管理している。横にはお堂があり、
地元では「教学院」と呼ばれていた。家人は、僧と
して仏事に従事する他、病人などの依頼に応じ祈禱
やまじないなどを行っていたとのことである。また、
家屋二階には他の世帯同様に養蚕をおこなっていた
ことが会場清掃時にわかった。
大まかな作品の構想は、希望会場を申請する時点
で行った。初期の構想では家屋の 1階部分を使い、
天井から多数のスゲ縄を垂らし、編んだり、分岐さ
せたりして何本かの木の幹や根を作り、森とその地
下を混在させた空間を作ることを考えた（図 5）。ま
た、前回の作品でできなかった屋内空間から外を臨
み、作品背景に風景を取り入れることを考えていた。
2013年 4月に会場の内部調査と清掃に着手した。
内部は窓から推察するよりも傷んでおり、一階の床
は腐食も進んでいるようで、人が歩くと畳が大きく
落ち込む部分があった。また、処分されていなかっ
た家財、廃品が多く残されていた。一方で二階部分
は養蚕を行っていた民家の風情を残し、囲炉裏から
の煤が固着した梁など、家の構造体が見ることがで
き、外からの光と相まって魅力的な空間であった。
前述のとおり、当初の案では一階部分のみを使用
し、観客は内部から外を見るよう構想していた。こ
のことは、準備できるスゲが計画を満たす程度の量
だったことも理由である。だが、会場の内部を調べ
ることで、観客が一階室内に入ることは安全上問題
があること、一方で、二階床板も一部腐っており、
踏み抜き・転落の危険があるが、一階よりも空間と
して魅力があることや都市部に住む観客に養蚕文化
をもつこの地域の住空間を見てもらいたいと考え、
計画を変更した。変更は、森をモチーフとして一階
に地上部分と地下部分を混在させていたものを、一
階を地下（根）、二階を地上（幹・枝）とし、家屋全
体で表現することとし、一階は内廊下から内部を見
てもらうよう計画変更した。ただ、使用できるスゲ
の量は当初計画を満たす量しか確保できないため、
イメージしていた密度にすることは困難となる。し
かし、本会場は筆者一人による展示のため、観覧者
が長い距離を徒歩で訪れた際に、まず目にはいる一
階が空になってしまうことに不安を感じた。そこで、
密度の問題については設置作業を進めながら解決し
ていくこととして作業を開始した。
図４ 展示場所となった民家（2012年 12月オリエン
テーション時撮影）
図５ 展示作品のアイデアスケッチ(2013年 1月作成)
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3-3．コンセプトについて
作品のモチーフを何故に森にしたかを次に述べ
る。
この地域は他の中山間地域同様に過疎が進行して
いる状況にある。かつては多くの人々が暮らしてお
り、50年ほど前までは、鉄鉱石の採掘や積出し??、養
蚕などによって暮らしが営まれていたが、産業構造
の変化とともに子や孫の世代は土地を離れ、都市部
での生活へと移っていった。この地だけでなく、社
会において最も重要な資産である人と人による創造
力が都市部に流失し、戻ってこないことが中山間地
衰退の大きな原因の一つだと思われる。このことは
筆者が知った森と海の関係に等しいと感じた。それ
はかつて海藻が生い茂り、ウニやアワビなど海産物
の豊かな漁場だった海の海藻が減り、海産物が捕れ
なくなった。原因を探ると、森林の伐採が進み、漁
場の海に流れ込んでいる川の水からミネラルなどが
失われてしまっていたというものである。??
これまでの日本が世界規模で発展し、それを支え
てきたのは単に都市部が自ら成長してきたものだけ
でなく、中山間地などから流入してきたものが大き
かったはずではないか。つまり中山間地は知という
見えづらいものを供給した森であり、都市部は海と
いう解釈である。海が枯れることを海だけで解決す
ることは出来ない。都市部は中山間地つまり森に目
を向け、疎かにするようなことがあってはいけない
という想いである。
作品名「綯う」は作品計画を立てていく中で決め
た。都市部ではもうほとんど行われていない、手に
よって縄を綯うという行為が続けられていること、
綯うことによって延々と縄が作られていく様がこの
土地や山村の文化を象徴していると感じたからであ
る。また音としてのナウ：nowとを掛け、中山間地
の今とこれからを考えて欲しいと考えたことによ
る。
４．制作設置について
作品の材料となるスゲ縄を綯うとともに、縄によ
る木の試作（図 6）を実施し、また、会場の清掃と整
備を進め、2013年 6月に作品の制作、設置にとりか
かった。制作においては森の地上部を表現する二階
から進めた。
制作は、縄による木の設置位置を平面上で計画を
していたが、実際には 1本の木を制作しては鑑賞者
の観覧位置から臨んで確認し、次の木の設置位置を
計画案と擦り合わせて検討・決定していくという方
法で作業を進めた。スゲ縄による木は、幹の設置予
定位置を中心とし、おおよそ同心円となるよう二階
天井の梁などにスゲ縄端部をタッカーなどで留めて
垂らす。垂らした縄は一本毎に右巻・左巻・右巻…
と交互に螺旋を描くように集め、下部にいくに従っ
図７ 会場二階に制作途中段階のスゲ縄による木（2013年 7月撮影)
図６ スゲ縄による木の試作品
（2013年 4月作成）
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て一つの木の幹を形成するように作った。当初は試
作と同様に、組紐のように編み込んで形成しようと
考えたが、組紐のような構造では縄同士が交差部分
間の距離が詰まっていき、下部が想定以上に細く
なってしまうことがわかった。そこで同様に編みつ
つも縄が交差する部分を極細の針金で結わえ、交差
部分の間隔が詰まらないようにした（図 7）。
なお、使用した縄の多くは、何本かの細い縄が 1本
の縄へと収斂していくように綯っており、下から上
部に向かうに従い、幹から枝へと分かれていく様を
表現した。1本の木に対し、およそスゲ縄は 6 mほど
の長さを平均とし、10～30本ほどで形成する。なお、
作品に使用したスゲ縄は 9割を筆者が綯い、残り 1
割の半分は根広集落の住民によるもの、半分は手
伝ってくれた学生によるものである。
このような線状の材料による立体の制作は、筆者
が博士課程で行っていた直線のニクロム線による発
泡スチロールカットの造形研究が影響している。??
研究では、発泡スチロールを回転させ熱線（ニクロ
ム線）でカットするというものだが、これによって
螺旋状の豊かな曲面が生まれる。縄で作る木はこの
曲面とは異なるが、線と面の関係を研究していく中
で線を立体的に構成していく着想の素地となったと
いえる。
作業が進行していく中で、当初目論んでいたより
もスゲ縄の使用量は多く、また、スゲ縄の色が空間
に同化しやすい色であることから、空間に対し、作
品の密度が低く感じられるのではないかという懸念
図11 展示作品・二階 ―南西か
ら南東方向―図10 展示作品・二階 ―南西から南東方向―
図８ オブジェ「?」（針金，ゴム塗料，
2011年制作）
図９ ??」を利用して新たに制作したオブ
ジェ（2013年 8月制作・設置）
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が出てきた。そこで、螺旋状に編んだ大きな木ばか
りでなく、枝分かれさせたスゲ縄を使ってつくる低
木を模したものを作るとともに、スゲ縄での木とは
異なるオブジェを空間に配置することとした。
オブジェは、2011年のビエンナーレで使ったオブ
ジェ ??」（図 8)が、正方形の樹脂の板に挟まった
ような形体である（図 9）。制作方法は高さを揃えた
??」を正方形の枠内に並べ、白色の 2液硬化性樹脂
を流し入れて片面を作り、樹脂硬化後に反転させて
同方法でもう一面を作るという方法をとった。??」
は人が生活の中で表出した意識といったもの、いわ
ば結晶の様な意識の最小単位を造形化した。その
「?」が正方形の中に収まっている様子によって、
森を切り拓き、作られた都市を表したいと考えた。
そして、オブジェの他にも、民家の柱とともに空間
に垂直方向の物陰が生まれるよう、この民家に残さ
れていた木材を数本天井から吊り下げるなどした。
スゲ縄やオブジェ等設置完了後、二階にはその他
に、床上 50cmから 100cmの高さにかけてスゲ縄で
作った粗い網のようなものを設置した。これは湿気
を含んだ空気が足下を這う、森がもつ独特の空気感
を表現したいと考えたからである。そして網状のも
のは、階段から奥側（東側）が危険（床板が一部腐
食していて、梁も低い）であるため、観覧者が入ら
ないようにするための役割を持たせたものである
（図 10，11）。
一階は森の地下、つまり地中に根が張る様子をモ
チーフとして空間をつくった。二階の木は上部が広
図12 展示作品・一階 ―南西から北東方向―
図13 展示作品・一階 ―南西から南東方向― 図14 展示作品・一階（写真によるバナー)
―北西から南東方向―
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く下に向かうにつれすぼまっていく、一階は逆に天
井部を狭くし、末広がりになるように縄を設置した。
天井部の縄を下げる位置は二階部の比較的大きな木
の真下になるように設置した。二階同様に、スゲ縄
による木の根だけでは作品の密度が低いため、「?」
と樹脂による白いオブジェを点在させた。ここでの
オブジェは、人が築きあげてきた文明や文化の蓄積
を意図し、二階の正方形とは異なる円盤状とし、「?」
が横たわるようなものとした。そして、観覧位置か
ら対面の壁面や窓前面に、地元住民がおこなってい
るスゲ刈や縄綯いの写真を白黒で布に大判プリント
して配した（図 12，13，14）。
５．設置制作，展示を終えて
『綯う』は、単に森を再現したいと考えたのでは
なく、現在の六合地域や中山間地を考えて欲しいと
意識して作品制作を行った。このことが観客に伝
わったかというと、特に解説文などを読まず作品だ
けの鑑賞に終わった観客に対しては疑問である。??
観客に見て欲しいスゲ縄も作品全体からすると空間
に溶け込み、細部までは目に入りづらく意識しづら
いものだったかも知れない。一方で作品の空間での
密度を上げるため作った、「?」を使ったオブジェは
色が白く、空間とのコントラストによって印象に
残ったようだ。また、こういったイベントでは、作
品と作家名を詳細に記憶していない観客がほとんど
だが、「?」を使ったことで、中には 2011年の展示
を思い出してくれた観覧者もいた。しかし、あくま
で白いオブジェは作品（空間）に従属するものであ
り、空間全体とスゲ縄への注目を促せなかった点は、
造形作品として反省すべきところである。また、一
階については観覧位置との関係から、二階のように
作品に入り込んだ視点とならず、迫力に欠けたので
はないかと思われる。
６．考 察
これまで作品の背景や着想、実際の設置制作作業
などについて追ってきた。この経験などを概観し、
造形の創作がどのような要素によるものか、概念を
図として提示する。
人は常に自分自身の知識や経験、あるいは取り巻
く外界からの知覚刺激や情報の中にいる。しかし人
は普段の生活において、すべてに反応したり、行動
したりする訳ではない。しかし、これらは創作の要
素といえるものであり、創作への意識によって、数
多ある要素に判断や解釈などを加え、新たなもの、
意味あるものとして造形を形成する骨や肉にしてい
く。つまり創作者を取り巻く様々な要素は造形へと
姿を変えた「直接的」な要素と、それ以外の「間接
的」な要素へと分けることができる。
造形物として姿を現さなかった間接的な要素は、
創作者の意識外にあるだけで存在している。そして、
間接的な要素は、創作者の無意識下の情報や刺激と
なっている場合もある。今回の作品において直接的
な要素としては、スゲやスゲ縄、加工方法や造形方
法、展示会場の空間、前回のビエンナーレ作品の反
省、森と海の関係、中之条ビエンナーレで展示する
意義、過去の作品制作で得た経験などである。一方
の間接的要素には、（あくまで想像でしかないが）六
合地域で目にする物や町並み、住民との関係、それ
まで見てきた他者の作品、体感する温度や音や匂い、
あるいは現在の社会状況などが挙げられるのではと
思われる。勿論、これらは要素の一部の例であり、
実際にはおそらく挙げきれないはずである。
そして、直接的・間接的領域の要素は、「物理的」
な領域と「心的・身体的」な領域とに分けられると
考えられる。ここでいう物理的とは例えば、素材や
その加工技術、展示空間の大きさや光、形や色、鑑
賞者の視線位置など、主に見て取れる要素である。
心的・身体的要素には、今回の作品ならば、スゲ
刈や縄を初めて綯った時の身体感覚や感動、空間に
森を作るという着想や構想と経緯に関する事柄、こ
れまでの制作者の造形体験や学習・知識の一部など
である。物理的領域にある要素はどちらかというと
制作者の外にあるもの、心的・身体的は内にあるも
のといえるが、物理的な要素も認知し、意識しなけ
れば要素とはならない。つまりこの二つの領域に区
分はされるが、各要素はお互いに影響を及ぼしてい
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ると考えられる。
前述までの事柄を表すと二次元的な図 15として
示すことができる。創作活動において造形物を成り
立たせる要素は、大まかにこの 4つの領域で区分で
きるのではないかと考える。
制作の途中段階での要素は、間接的・直接的な領
域区分間を出入りすることがある。一方、物理的要
素と心的・身体的要素は相互の結びつきを求めてお
り、そして、直接的な領域の中で、物理的な領域の
要素と心的・身体的要素が結びついた時にいわゆる
「コンセプト」が現れる。無論このときの結びつき
を決めるのが創作者の役割であり、それぞれの要素
の結びつきを明らかにしていくことが、作品として
成り立たせる重要な活動だといえる。
そして、見方を変えれば一つの作品は、それら要
素の集積としての構築物と見ることができる。構築
物は創作者によってそれぞれ向かう方向（ベクトル）
が異なり、また何を要素として構築していくのかで
姿は大きく異なる。一般的な創作においてはこのベ
クトルを決めて要素を構築していくわけだが、創作
の方法によっては構築物が出来上がった後に、ベク
トルを確認する場合もある。これらを考慮すると創
作と各要素の概念は三次元としての図 16のように
なる。
筆者の本作品では、構築物のベクトルは先に設定
した「六合や中山間地を考え、感じる」ということ
になる。そして、「直接的，物理的」要素をスゲやス
ゲ縄とし、「直接的，心的・身体的」要素を森や綯う
行為として構築したといえる。
作品は目に見える要素だけでなく、図に示すとお
り間接的な要素を含めた、様々な事柄（要素）が組
合わさった三次元的な構築物である。また、できた
構築物（作品）が同じでも、鑑賞者の視点（解釈）
によって見える姿が異なることもあるといえる。制
作者は常に見え方と見せ方を同時に考えておく必要
があろう。
７．おわりに
考察で提示した創作の概念図に至ったのは、中之
条ビエンナーレでの制作を振り返り、間接的な要素
が直接的な要素へと変化する体験を繰り返したから
に他ならない。普段の生活においてほとんどが間接
的なものといえるが、制作という意識が入ることで、
間接的なものは意味を帯びて直接的な要素となり、
構築物として形作られていく。この間接的なものが
直接的なものへと姿を変えることが、創作活動にお
ける重要な時間だといえる。作品をつくり出す要素
は常に我々の身近にあるといえるが、今回の制作の
場合、創作者（筆者）が間接的要素を、体験によっ
図15 創作における要素の 4区分 図16 4区分の要素と創作物の概念
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て増やし、意図的に直接的なものへと取り込むとい
う過程を経たことが特徴的なことだと考える。
ここで一つの概念を提示したが、まだ粗雑なもの
であり、様々な角度から検討・修正し、詳細にして
いく必要があるだろう。また、今回のようなアート
作品とデザイン作品での比較、時間経過に伴う変容
を考察していくことで、より有用なものになるので
はと考えられる。そして今後本図を、造形制作やそ
の教育への一助になるものとしていきたい。
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